
ナ エ ウ ィウス 「ポエ ニ戦 争 潭 」につ い て109

ナ エ ウ ィ ウス 「ポ エ ニ 戦争 言章」につ い て

楠 田 直 樹

は じ め に

現代社会における最近の湾岸戦争などの国際的な激変 を目の当た りにするに

つ け,こ うした一つの出来事が,そ の後 どのように社会の中に根づいてい くの

か,あ るいはどの ようにその解釈が変遷 してい くのか,と いったことが多少 と

も関心 を呼ぶ ところではないだろうか。

それは古代社会 において も,同 じことである。 しか し,い かに解釈するのか

は大いなる蓋然性 を含蓄 した ものであることには注意 しなければならない。「ポ

エニ戦争」 とい う当時の地中海世界における東西衝突は,当 時の人々に大 きな

テーマを投げかけたことは事実である。そ して 「カルタゴ」 というテーマを追

求 してい く場合,こ のローマ との間に勃発 した三度にわたる 「ポエニ戦争」 を

避 けることはで きない。逆 にいえば、この 「ポエニ戦争」を通 して知 りうる 「カ

ルタゴ」の実像 もあるわけである。

近年 とみに 「カルタゴ」が狙上 にのぼる機会が多 くなったが,そ れはある面

で は現状 日本のおかれた立場 を 「カルタゴ」にダブらせて,一 種の危機意識 を

鼓舞す る類いの ものが多いからにほかならない1)。 「カルタゴ」の歴史的な意

義 は果 してそれだけなのか。あ まりにも皮相的な捉え方の ようで仕方のない部

分があるような気 もし,こ の20世 紀末ではこの ような意義,つ まり表相的な意

義に終始せ ざるをえないのか もしれないとい う思いもある。だが,「 カルタゴ」

の歴史の中にみ られる 『成住壊空』は我々現代人にそれ以上の ものを語 りかけ
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て くれて いる ような気が してな らない。

この ような思 い を抱 きなが ら,本 稿 で は ロ ーマ 人 が 「カ ル タゴ」 をどの よ う

に見 てい たのか,ま た 「ポ エ ニ 戦 争 」 を どの よ うに感 じとって いたのか を,ナ

エ ウ ィウ ス の 「ポ エ ニ 戦 争 言輩」 を通 して,そ の 一 端 を垣 間 見 れ れ ば幸 い であ る。

1.ナ エ ウ ィウス研 究 の概観

ナ エ ウ ィ ウ ス の 「ポ エ ニ 戦 争 言劇 は 現 在 わ か っ て い る と こ ろ で,七 巻 で,断

片 数 は66で あ る が,そ の 断 片 が そ れ ぞ れ ど の 部 分 を 示 し て い る か に よ っ て,多

少 と も 諸 説 が あ る こ と も 事 実 で あ る 。

そ の 研 究 動 向 を 認 知 す る う え で,ど の よ う な 研 究 が 現 実 に な さ れ て い る の か

を,こ こ 十 年 ほ ど を 目 途 に 網 羅 的 に あ げ て お き た い 〔順 不 同 〕。
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19,1980,No.75,pp.40-58.
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Molinelli,M.,"AllitterazioneehapaxlegomenainNevio.NotaaCom.57e

76R.",AFLM16,1983,pp.513-20.
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Traglia,A.,ed.,Poetilatiniarcaici,vol.1:LivioAndronico,GneoNevio,
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N6voa,F.,"Cat6nyNevio",Argos8,198411987】,PP.67-74.
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voL3,Foggia,1988,pp.3-11.
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nonianiXII,Genova,1987,pp.189-202.
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D'Anna,G.,"DidoneeAnnainVarroneeinVirgilio",RAL30,1975,
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Broccia,G.,"Deminimiscuratgrammaticus",AFLM16,1983,pp.483-504.
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14,1985,pp.113-208.

Cugusi,P.,"UnacitazionenevianainCicerone(Cic.Sest.97)",Athenaeum

65,1987,pp.234-7.

Arena,R.,"DivagazionesuLucabos",RFIC116,1988,pp.185-97.

Crist6bal,V.,"Tempestades6picas",CIF14,1988.pp.125-48.
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と い う具 合 に,雑 多 な 感 じで 研 究 さ れ て い る が,そ の 中 に な に が しか の 統 一 性

を見 る とす れ ば,や は り文 献 学 的 な 考 察 で は な い だ ろ うか 。

と す れ ば,そ こ に は ナ エ ウ ィ ウ ス 自 身 の 捉 え た 「ポ エ ニ 戦 争 」 の 再 構 成 は ほ

と ん ど な さ れ て い な い し,そ の 困 難iさ が 横 た わ って い る こ と を 示 唆 して い る に

ほ か な ら な い 。 文 法 学 的 な 研 究 も さ る こ と な が ら,そ の 「ポ エ ニ 戦 争 潭 」 の 中

に あ る事 実 を い か に して 具 現 化 して い くの か,こ れ が 大 き な論 点 に な ら な け れ

ば,歴 史 的 な 視 点 か ら の 追 究 は 意 味 を な さ な い で あ ろ う 。

2.ナ エ ウ ィウス,そ の 人 とな り と作 品群

彼 自 身 の 墓 碑 銘 に 関 し て は,Gell.1.24.2に,

Inmortalesmortalessiforetfasflere,

FlerentdivaeCamenaeNaeviumpoetam.

ItaquepostquamestOrchotraditusthesauro,

OblitisuntRomaeloquierlinguaLatina.

と あ る よ う に,カ ン パ ー ニ ア 出 自 の イ タ リ キ の 人 物 で あ る こ と に は 間 違 い な さ

そ う で あ る 。 さ ら に 同 じGel.17.21.45に よ る と,"eodemqueannoCn.

Naeviuspoetafabulasapudpopulumdedit,quemM.VarroinlibroDepoetis

primostipendiafecisseaitbelloPoenicoprimo,idqueNaeviumdicereineo

carminequoddeeodembelloscripsit."と あ り,前235年 の 段 階,つ ま り45歳 く

ら い と 推 察 さ れ る そ の 段 階 で は,す で に 演 劇 活 動 に 入 っ て お り,ウ ァ ロ ー か ら

の 聞 き及 び で,ナ エ ウ ィ ウ ス が 第 一 ポ エ ニ 戦 争 に 従 軍 し て い た こ と に 触 れ,そ
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の 経 験 か ら詩 歌 の 創 作 に ま で 及 ん で い た こ と を 言 及 して い る2)が,彼 の 演 劇 活

動 は 俳 優 と して ス タ ー ト した も の で あ る と考 え る の が 妥 当 で あ ろ う 。 そ して,

Cic.Bmt.60か ら,前204年 頃 に は ナ エ ウ ィ ウ ス の 作 品 は ラ テ ン語 修 得 に 必 要

不 可 欠 な もの と な っ て い た こ と を示 唆 して い る 。 こ の 頃 ナ エ ウ ィ ウ ス は 没 し て

い る が,ヒ エ ロ ニ ュ ム ス に よ れ ば,前201年 ウ テ ィ カ で 没 した と言 及 して い る3)。

彼 は 没 す る ま で,名 門 メ テ ル ス 家 と の確 執 を取 り沙 汰 さ れ,監 禁 追 放 さ れ た と

の 言 及 が み ら れ る よ う に,不 遇 の 晩 年 を送 っ た よ う に も思 え る が,自 らの 意 志

を貫 き通 した と も い え る の で は あ る ま い か 。

こ の よ う な 生 涯 の 中 で,彼 の 作 品 は,悲 劇 で わ ず か に6作 品,喜 劇 で28作 品

が そ れ ぞ れ そ の 題 名 が 知 ら れ て い る が,そ の 断 片 は 非 常 に 乏 し い と い わ ざ るを

え な い 。 「ポ エ ニ 戦 争 謳 」 を 除 い て,そ れ ぞ れ の 題 名 を 列 挙 す れ ば,

[喜 劇]AcontizomenosLampadio

AgitatoriaLeonNautae

AgrypnuntesPellex

ApPellaPbrsonata

AriolusProiectus

CarbonariaQuadrigemini

ClamidariaStalagmus

ColaxStigmatias

CorollariaTarentilla

DementesTechnicus

DemetriusTesticularia

DolusTriphallus

FigulusTunicularia

Glaucomaそ の 他 題 名 不 詳 の 断 片

Gymnasticus

[悲 劇]Andromacha

Danae



EquosTroianus

HectorProficiscens

Hesiona

Iphigenia

Lycurgus

[ロ ー マ 国 民 演 劇]Clastidium
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RomulussiveLupus

[そ の他 不 詳 の 断 片]

とい う具 合 で あ る。 題 名 を見 て の通 り。喜劇 その ものはギ リシアの もの をオ リ

ジナル と した作 品 であ り,そ の うち 若 干 の もの は ロ ーマ あ るい はイ タリア起 源

の もの をギ リシア風 にア レ ンジ した作 品で あ った。 そ して前222年 頃 新 た な演

劇 様 式,つ ま りfabulapraetexta(ロ ー マ 国 民 演 劇)を 創 設 した。 こ の 前222

年 はマ ル クス ・ク ラ ウデ ィウ ス ・マルスケ スが クラス テ ィデ ィウムで勝利 を収

め た年 で あるが,ナ エ ウ ィウ ス はそ の 出来 事 を題 材 に した演劇 で新風 を送 り込

んだのだが,彼 以 降 の 後 継 者 難 のせ い か,そ れ は さ ほ ど人気 を博 す る こ とには

な らなか った。 しか し,彼 自身 は,い わ ゆ る ギ リシ ア風 喜 劇 で そ れ な りの評価

を得 てお り,当 時 で はそ の 地 位 は揺 ぎの な い ものであ った(4)。

そ の作 品 の 中で,彼 は大 胆 に 当 時存 命 して い る著 名 なロ ーマの政治家 を攻 撃

していた。 その うちの若干 の攻 撃的 な作 品 は風刺 演劇 であ ったはず であ る(5)。

例 え ば,ス キ ビオ ・ア フ リカ ヌ ス で す ら,彼 の 風 刺 演 劇 の餌 食 にな って い た(6)。

また,カ エ キ リウス ・メテ ル ス の 一族 はナエ ウィウスに対 して ひ どい嫌悪 感 を も

ってお り,前206年 に は ク ィ ン トゥス ・カエ キ リウ ス ・メテ ルス は彼 に対 して報

復 的 な脅 しをか けていた(7)。 風 刺 作 家 と して の面 目躍 如 た る ところで はないか。

とな れ ば,triunviricapitalesに よ って ロ ー マ で 監 禁 投 獄 され た こ と も,望 む

と望 ま ざ る に拘 らず,致 仕 方 の な か っ た事 実 に な って くるので はないだ ろうか。

生 命 を賭 して の風 刺 演 劇 で あ っ た こ とが伺 い知 れ る。投 獄 中 に"Ariolus"

と"Leon"と い う二 つ の作 品 を書 き上 げ,そ の 中 で 彼 は 自 らの 『過 ち 』 を謝罪

し,多 くの人 々 を傷 つ け た 自 らの 『痛癩 』 を謝罪 した。そのせ いか,護 民 官 に
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よって釈放 されている8)。

そ うした彼の作 品の中で,最 も重要 なものが 「ポエニ戦争諦」である。彼が

晩年になって書 き上げた第一ポエニ戦争 に関する叙事詩だ といわれているもの

で,古 サ トゥルヌス韻律様式 を駆使 して述べ られている9)。 ただ,こ の作品は

最初のラテ ン語叙事詩ではないが,真 のローマ的,国 民的叙事詩だ といえる も

のである。

ローマ とカル タゴの英雄や神 々の話か ら始め,そ の伝説的な起源 を追 って,

ローマ と トロイァとの幻想的 ともいえる関係 をその韻律の中に受け入れている。

だか ら,そ の形式がのちのエ ンニウスやウェルギリウスの作品に多大な影響 を

与 えたといえるか もしれないがlo),そ れ どころか このような型式が一般的に広

く流布 していた といった方がよいか もしれない。その中には,第 一ポエニ戦争

に参戦 した彼 自らの体験が入っているはずであ り,そ の視点が当然見 え隠れ し

ているはずである。 しか しなが ら,い かんせ ん断片のみでそこか ら類推 してい

くには己 ら限度がある。

ともか く,キ ケローはナエウィウス自身が立派に振 る舞 っていたことを取 り

上げなが ら,エ ンニウスがその叙事詩 を褒めたたえていることを認めている11)。

3.「 ポエニ戦争諄 」断片の試訳

本論へ と導いてい くためには,ど うして も粗訳であれ,残 存断片 を取 り扱 う

必要がある。「ポエニ戦争謳」断片の試訳をここにあげておきたい12)。

[第一巻]

1.汝 ユ ピテルの九人の娘たち,心 を同 じくする姉妹たち

2-4.ア ンキセスが視界の うちに鳥 を見たのち,

神聖な供物が家内神の もと食卓 に一列に並べ られた。

彼は美麗 な金色の犠牲 を捧げるのに忙殺 されていた。

5--7.両 人の妻たちは
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夜 まで に トロ イ ア か ら,頭 を布 で 覆 い,出 て い った 。

二 人 は去 りゆ くまで涙 で嘆 き悲 しんで いた。

8-10.彼 らの行 く道 に多 くの 人 々が 従 った。

他 の多 くの人 々は トロイアか ら英雄 た ちの もとに流 れ,… …

時 を移 さず戸 外 に 出 る と,金 色 で 飾 られ て い た 。

11.清 潔 で 愛 ら しい衣 服 を身 に ま とい,金 や ミカ ン香 料 をふ りまい て

12.彼 らは美 しい 大杯 と金色 の 酒 杯 を もって きた。

13-15.そ の と き老 人 が 敬 愛 の念 を も って 強 く慰留 に努 め,

諸 神 の最 高神 の兄 弟 ネ プ テ ユヌ ス,

海 の 支 配 神 で もあ る そ の神 を召 した。

16.彼 女 は こ う して 全 知 全 能 の 父 神 を訪 ね る。

17.神 々 の偉 大 な主神 よ,な ぜ 汝 は私 を生 ぜ しめ た の か 。

18.… … 木 に と りつ か れ,戦 い に未 熟 な 人 々

19-20.魅 惑 を込 め,抜 け 目 な く,彼 は大 ま じめ に尋 ね た 。

アエ ネ イスが どの ように して都市 トロイア を見放 したのか を。

21-22.そ して 王 ア ム リ ウス は空 高 く手 を騎 して,

神 々 に感 謝 した。

[第 一・巻 か?]

44-46.そ の う え に テ ィ タ ヌス 人 や 二 重 身 巨人,万 能 の ア トラ ス が

ど うで あ っ た の か を示 す幻影 が模倣 され ていた。

そ してル ンクス もテ ラス の息子 ポ ルポ レウス も……

47.そ して今 で は女 神 フ ォル トゥー ナ は彼 の気持 ちを静穏 に して いった。

54.彼 は部 下 の 将 来 を よ くよ く考 え た 。

[第 一 巻 な い し第 二 巻]

23.彼 は神 の 定 め の宣 言 を し,聖 な る規 則 を宣 した 。

[第 二 巻]

24.ま ず ケ レス の子 プ ロセ ル ピナ が や って来 る。

25-26.そ れ か ら子 ア ポ ロ ン,有 名 な 強 弓 ひ きで,
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デ ル フ ォイで神 聖化 された神 。

[第 三 巻]

27.神 聖 な もの となす べ く,枝 をか まえ,葉 を聖 な る もの と した。

28.同 じと きに,随 行 者 た ち は醜 い生 命 を供 与 す る必要 があ った。

29-30.コ ー ンス ル の マ ル クス ・ウ ァ レ リ ウス は遠征 軍 の一部

率 いてい る。

[第 四 巻]

31-32.ロ ーマ 人 が平 和 な 島マ ル タにや って来 た。

彼 らは放火 と殺鐵 で荒廃 させ,そ の所 業 を一掃 した。

33.勝 利 は交 互 にあ ち ら こち らに転 げ てい る。

34-35.し か し,プ ラ ェ トルが や って 来 て,吉 兆 を

もっ て い く。

36.勝 者 た ち に食 肉 を進 物 した 。

[第 五 巻 か?]

48.

49.

[第 六巻]

37.

38.

39.

40.

[第七巻]

41-43.

厳 しい飢 えが敵 にとって大 きくなった。

貨物 の輸送船 はまだ成 り行 き任せ であった。

彼 らが所領 と共に王政 を保つ ことが承認 された。

十七年 もの間その地にとどまっている。

堂々と冷笑的に彼 は軍団を疲弊 させた。

彼 はフェニキア人が こち らに会いにや って来ることを計算 していた。

フェニキア人 との,彼 らの義務が例 えば,ル タティウスの要求に

合致するようになされた盟約であった。彼 は自らの立場で

シチ リア人が彼 らの手で捕えていた捕虜の多 くをあ きらめねばなら

ないような盟約 を結んだ。

[巻不詳断片]

50.全 速力でウルキの炎 を捕 えたのであろう。
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51-52.青 銅 突 起 の あ る軍 艦 … … 荒 れ た時 に も静 か な時 に も

海 原の上 をゆ く。

り
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Q

じ
0

じ
0

清 らかな 河 よりも

同 じときに彼 らは自らの中に,幾 分はこの原因から,そ して噂が流

れた。

大 きな恐怖心の乱れは胸中の主人である。

ほ とんど全てがある判断の下で もたらされてい る。

彼 らは万能で美 しく,豊 かな住居 を濫用 していた。

59-62.彼 らは 同胞 の も とへ 不 面 目に帰 還 す るよ りもむ しろ

その ときにそ こで死 に果 て るこ とを臨 もう。

しか し,も しそ の 勇 敢 なつ わ もの ど もを見捨 て るな らば,

世 界 中 の 人 々 に面 目丸 潰 れ に な ろ う。

63-64.と い うの も,野 卑 な 人 々 はい ず れ にせ よ

理 解 力 が な く……

65-一一66.ま もな く

うみ ざ りが に は ル カ ー ニ アの牛 を産卵 す るで あろ う。

とい う断片 が残存 してい る。

この中で各 巻の構 成 を どの ように捉 えて いるのか を概 略示 してお きたい。

[第 一 巻]ト ロ イ ア の 陥 落 に始 ま り,ア エ ネ イ ス が イ タ リア に脱 出 し,そ して

ロ ム ル ス に よ る ロ ー マ の建 国 まで神話 的 な叙述が な され てい るので

はないか。

[第 二 巻]神 々 の行 動 か 。

[第 三 巻]第 一 ポ エ ニ戦 争 の 開 始 か ら,恐 ら く前262年 の ア グ リゲ ン トゥム の

占領 まで の叙述 か。

[第 四 巻]前260年 ミュ ラエ,前257年 テ ユ ン ダ リス,前256年 エ ク ノム ス の そ

れ ぞ れ の戦 い と,ア フ リカで の レグ ル ス の功 績 と運命 か。

[第 五 巻]前250年 の パ ノ ル ム ス の 戦 い の描 写 が 中心 か。 さらには前250年 の リ
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リュバウエムの長期にわたった包囲戦の開始そ して前249年 の ドレ

パヌムの戦い も。

[第六巻]前248年 のハ ミルカル ・バ ルカのシチ リア到着か ら第一ポエニ戦争

末 までの記述か。

[第七巻]ガ イウス ・ルタテ ィウス ・カ トゥルスの戦争準備か ら始 まり,前

242年 のアエガテス諸島の海戦,前241年 の講和 までか。

とい うふ うな構成が一般的に考 えられるはずである。そ して神話的なエ ピソー

ドと第一ポエニ戦争その もののエ ピソー ドが渾然一体 にな りきっているところ

に,こ の叙事詩の特徴があるのだが,そ の構成の背景 になっている戦争の記述

その ものは事実ではないだろうか。ナエウィウス自身 も参戦 していたために,

当然主観的な ところはあるだろうが,出 来事 については,神 話的な部分 を別に

して第一ポエニ戦争 と合致するはずである。

むすび にかえて

本稿ではと りあえず,今 後のナエ ウィウス 「ポエニ戦争課」の展望 を示すた

めだけの ものになって しまったが,詳 細 については次回に譲 りたい。ただ,こ

の当時の文献 についてはほ とんど整理 されていないの も事実であ り,今 後の研

究の進展 を待たなければな らないのだが,文 学的な作品をいかに捉 えてい くか,

定説のある ものについては問題 はないが,そ の価値 を増や した り,あ るいは新

たに補足 した りの作業 を地道に繰 り返 してい くことが これか らの課題であろう。

そ うでなければ,作 品その ものの価値 も半減するばか りでな く,今 後の歴史研

究その もの も縮小 される結果になって しまうのではないだろうか。

ともか く,一 つ の示唆 として捉 えて,今 後の研究の精進を期 したい。 さらに,

ナエウィウスの 「ポエニ戦争潭」その ものについて も,さ らに詳細 に今後取組

み,い わゆるポエニ戦争再構成 の取 り掛か りになるように研究 を続 けていきた

い。今回はその始 まりとい うことで,言 い尽 くせていない ところは容赦いただ

きたい。(1992.9.26脱 稿)
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